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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　搬送される原稿の画像を読取る画像読取部と、
　該画像読取部を制御する画像処理部と、
　原稿に印刷処理を施す複数の印刷部と、
　該複数の印刷部を制御する印刷制御部と、
　該画像読取部によって読取られた画像データを保存する画像データ保存部と、
　該複数の印刷部によって印刷される印刷情報に基づいて、保存される該画像データのフ
ァイル名に用いる識別情報を生成する識別情報生成手段と、
　該複数の印刷部によって印刷される複数の印刷情報の中から１つ以上の印刷情報を選択
する選択手段と、を有し、
　該識別情報生成手段は該選択された印刷情報に基づいて、保存される該画像データのフ
ァイル名に用いる識別情報を生成することを特徴とする画像読取装置。
【請求項２】
　搬送される原稿の画像を読取る画像読取部と、
　該画像読取部を制御する画像処理部と、
　原稿に印刷処理を施す複数の印刷部と、
　該複数の印刷部を制御する印刷制御部と、
　該画像読取部によって読取られた画像データを保存する画像データ保存部と、
　該複数の印刷部によって印刷される印刷情報に基づいて、保存される該画像データのフ
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ァイル名に用いる識別情報を生成する識別情報生成手段と、を有し、
　前記識別情報生成手段は、該複数の印刷部によって印刷される複数の印刷情報を合成し
てファイル名を生成することを特徴とする画像読取装置。
【請求項３】
　前記識別情報生成手段は、前記複数の印刷部で印刷する印刷情報以外の情報を付加して
ファイル名を生成することを特徴とする請求項１又は２に記載の画像読取装置。
【請求項４】
　搬送される原稿の画像を読取る画像読取部と、
　該画像読取部を制御する画像処理部と、
　原稿に印刷処理を施す複数の印刷部と、
　該複数の印刷部を制御する印刷制御部と、
　該画像読取部によって読取られた画像データを保存する画像データ保存部とを有する画
像読取装置を制御するに際し、
　該複数の印刷部によって印刷される印刷情報に基づいて、保存される該画像データのフ
ァイル名に用いる識別情報を生成する工程と、
　該複数の印刷部によって印刷される複数の印刷情報の中から１つ以上の印刷情報を選択
する工程と、を有し、
　前記識別情報を生成する工程では、前記印刷情報を選択する工程において選択された印
刷情報に基づいて、保存される該画像データのファイル名に用いる識別情報を生成するこ
とを特徴とする画像読取装置の制御方法。
【請求項５】
　搬送される原稿の画像を読取る画像読取部と、
　該画像読取部を制御する画像処理部と、
　原稿に印刷処理を施す複数の印刷部と、
　該複数の印刷部を制御する印刷制御部と、
　該画像読取部によって読取られた画像データを保存する画像データ保存部とを有する画
像読取装置を制御するに際し、
　該複数の印刷部によって印刷される印刷情報に基づいて、保存される該画像データのフ
ァイル名に用いる識別情報を生成する工程を有し、
　前記識別情報を生成する工程では、該複数の印刷部によって印刷される複数の印刷情報
を合成してファイル名を生成することを特徴とする画像読取装置の制御方法。
【請求項６】
　前記識別情報を生成する工程では、前記複数の印刷部で印刷する印刷情報以外の情報を
付加してファイル名を生成することを特徴とする請求項４又は５に記載の画像読取装置の
制御方法。
【請求項７】
　搬送される原稿の画像を読取る画像読取部と、
　該画像読取部を制御する画像処理部と、
　原稿に印刷処理を施す複数の印刷部と、
　該複数の印刷部を制御する印刷制御部と、
　該画像読取部によって読取られた画像データを保存する画像データ保存部とを有する画
像読取装置が接続される情報処理装置から前記画像読取装置を制御するにあたり、
　該複数の印刷部によって印刷される複数の印刷情報の中から１つ以上の印刷情報を選択
するステップと、
　前記印刷情報を選択するステップにおいて選択された印刷情報に基づいて、保存される
該画像データのファイル名に用いる識別情報を生成するステップと、を前記情報処理装置
に実行させることを特徴とする画像読取装置の制御プログラム。
【請求項８】
　搬送される原稿の画像を読取る画像読取部と、
　該画像読取部を制御する画像処理部と、
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　原稿に印刷処理を施す複数の印刷部と、
　該複数の印刷部を制御する印刷制御部と、
　該画像読取部によって読取られた画像データを保存する画像データ保存部とを有する画
像読取装置が接続される情報処理装置から前記画像読取装置を制御するにあたり、
　該複数の印刷部によって印刷される印刷情報を合成し、前記画像データのファイル名に
用いる識別情報を生成するステップを前記情報処理装置に実行させることを特徴とする画
像読取装置の制御プログラム。
【請求項９】
　前記識別情報を生成するステップでは、前記複数の印刷部で印刷する印刷情報以外の情
報を付加してファイル名を生成することを特徴とする請求項７又は８に記載の画像読取装
置の制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、原稿の搬送路に原稿の画像を読取る画像読取部と該原稿に文字等を印刷する
印字部とを配置した画像読取装置、画像読取装置の制御方法及び制御プログラムに関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　原稿の搬送路上に画像読取部と印刷部とを配置し、画像読取部で搬送される原稿の画像
を読取りながら、印刷部で原稿に文字等を印刷する印刷機能付きの従来のスキャナ装置を
、該スキャナ装置を制御し画像データを保存するための外部装置であるホストコンピュー
タに接続する構成が例えば特許文献１に開示されている。
【０００３】
ここで図６を用いて従来のスキャナ装置について説明する。スキャナ装置１は、不図示の
操作部、または図７のように、ホストコンピュータ２０等からの制御信号に基づき画像読
取動作を開始する。すなわちスキャナ装置１及びホストコンピュータ２０を接続したシス
テムが画像読取装置となっている。まず、図６の原稿台６に積載された原稿束の最も上の
原稿７をピックアップローラ２及び給送ローラ３によって、搬送路に給送する。ピックア
ップローラ２で一度に２枚以上の原稿７をピックアップした場合は、分離ローラ１３によ
り原稿を分離し、一枚ずつ搬送路に給送する。搬送路に給送された原稿７は搬送ローラ対
４によって搬送され、搬送される原稿７の先端と後端はレジストセンサ１５により検知さ
れる。そして、レジストセンサ１５の検知情報を基に不図示のタイマ等により時間を計測
することによって、読取センサ５の読取位置に原稿７が到達したと判断されると、原稿７
の片面或いは両面の画像が読取センサ５によって読取られ、画像データが不図示の画像処
理部に転送される。読取センサ５によって画像が読取られた原稿７は搬送路を下流へと搬
送され、レジストセンサ１５の検知情報を基に不図示のタイマ等により時間を計測するこ
とによって、印刷部９の位置に原稿７が到達したと判断されると、印刷部９により原稿７
に文字等が印刷される。なお、印刷内容、印刷位置、印刷を行うか否かの設定等は、予め
ホストコンピュータ２０等から指示することができる。印刷部９により文字等が印刷され
た原稿７は更に搬送路中を下流側に搬送され、排紙ローラ８によって排紙台１１に排紙さ
れる。転送された画像データを受け取った画像処理部は、画像データを順次、ホストコン
ピュータに転送する。ホストコンピュータ２０は受け取った画像データを保存する。この
ような従来のスキャナ装置とホストコンピュータを接続した構成において、画像データを
保存するとき印刷部9によって印字された文字列を保存される画像データのファイル名と
することがあった。
【特許文献１】特開平１１－２７５３０５号　公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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上記従来例の変形例として、２つ以上の印刷部を有し、各々の印刷部において個々に異な
る印字情報を印刷可能なスキャナ装置とホストコンピュータを接続した構成もある。しか
し、このような構成においては、読取画像データのファイル名を付与する際に、所定の１
つの印字部が印字する印字情報のみ使用していた。そのため、他の印字部が印字する印字
情報をファイル名に使用することが出来なかった。本発明は、複数の印字部が印字する印
字情報を使用して、多様なファイル名の生成を可能とすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために本発明の画像読取装置は、搬送される原稿の画像を読取る画
像読取部と、該画像読取部を制御する画像処理部と、原稿に印刷処理を施す複数の印刷部
と、該複数の印刷部を制御する印刷制御部と、該画像読取部によって読取られた画像デー
タを保存する画像データ保存部と、該複数の印刷部によって印刷される印刷情報に基づい
て、保存される該画像データのファイル名に用いる識別情報を生成する識別情報生成手段
と、該複数の印刷部によって印刷される複数の印刷情報の中から１つ以上の印刷情報を選
択する選択手段と、を有し、該識別情報生成手段は該選択された印刷情報に基づいて、保
存される該画像データのファイル名に用いる識別情報を生成することを特徴とする。また
、画像読取装置は、搬送される原稿の画像を読取る画像読取部と、該画像読取部を制御す
る画像処理部と、原稿に印刷処理を施す複数の印刷部と、該複数の印刷部を制御する印刷
制御部と、該画像読取部によって読取られた画像データを保存する画像データ保存部と、
該複数の印刷部によって印刷される印刷情報に基づいて、保存される該画像データのファ
イル名に用いる識別情報を生成する識別情報生成手段と、を有し、前記識別情報生成手段
は、該複数の印刷部によって印刷される複数の印刷情報を合成してファイル名を生成する
ことを特徴とする。
【０００６】
　また、搬送される原稿の画像を読取る画像読取部と、該画像読取部を制御する画像処理
部と、原稿に印刷処理を施す複数の印刷部と、該複数の印刷部を制御する印刷制御部と、
該画像読取部によって読取られた画像データを保存する画像データ保存部とを有する画像
読取装置を制御するに際し、該複数の印刷部によって印刷される印刷情報に基づいて、保
存される該画像データのファイル名に用いる識別情報を生成する工程と、該複数の印刷部
によって印刷される複数の印刷情報の中から１つ以上の印刷情報を選択する工程と、を有
し、前記識別情報を生成する工程では、前記印刷情報を選択する工程において選択された
印刷情報に基づいて、保存される該画像データのファイル名に用いる識別情報を生成する
ことを特徴とする。また、搬送される原稿の画像を読取る画像読取部と、該画像読取部を
制御する画像処理部と、原稿に印刷処理を施す複数の印刷部と、該複数の印刷部を制御す
る印刷制御部と、該画像読取部によって読取られた画像データを保存する画像データ保存
部とを有する画像読取装置を制御するに際し、該複数の印刷部によって印刷される印刷情
報に基づいて、保存される該画像データのファイル名に用いる識別情報を生成する工程を
有し、前記識別情報を生成する工程では、該複数の印刷部によって印刷される複数の印刷
情報を合成してファイル名を生成することを特徴とする。
【０００７】
　また、本発明のプログラムは、搬送される原稿の画像を読取る画像読取部と、該画像読
取部を制御する画像処理部と、原稿に印刷処理を施す複数の印刷部と、該複数の印刷部を
制御する印刷制御部と、該画像読取部によって読取られた画像データを保存する画像デー
タ保存部とを有する画像読取装置が接続される情報処理装置から前記画像読取装置を制御
するにあたり、該複数の印刷部によって印刷される複数の印刷情報の中から１つ以上の印
刷情報を選択するステップと、前記印刷情報を選択するステップにおいて選択された印刷
情報に基づいて、保存される該画像データのファイル名に用いる識別情報を生成するステ
ップと、を前記情報処理装置に実行させることを特徴とする。また、プログラムは、搬送
される原稿の画像を読取る画像読取部と、該画像読取部を制御する画像処理部と、原稿に
印刷処理を施す複数の印刷部と、該複数の印刷部を制御する印刷制御部と、該画像読取部
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によって読取られた画像データを保存する画像データ保存部とを有する画像読取装置が接
続される情報処理装置から前記画像読取装置を制御するにあたり、該複数の印刷部によっ
て印刷される印刷情報を合成し、前記画像データのファイル名に用いる識別情報を生成す
るステップを前記情報処理装置に実行させることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
本発明によれば、複数の印刷部によって印字された複数の印字情報を使用してファイル名
を生成することが可能となり、画像情報に付与するファイル名をより明瞭にすることがで
きる。また、複数の印刷部によって印字された複数の印字情報のうちから任意に選択され
た印字情報を使用してファイル名を生成することが可能となる。このことから、指定の印
刷部によって指定の印字情報を印字される側の原稿画像を読み取って保存される画像デー
タに対して、異なる印刷部によって印字された他の印字情報からファイル名を生成して付
与することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
以下に本発明に係る実施の形態について、図を参照しながら説明を行う。
【実施例１】
【００１０】
図１は、本発明の第１の実施例である画像読取装置を構成するスキャナ装置の制御系を説
明する為の概略ブロック図であり、１００はＣＰＵ、１０１は印刷制御部、１０２はメモ
リ、１０３はホストコンピュータ２０とコマンドやデータの通信を行うＩ／Ｏである。図
２は、本発明に係るスキャナ装置１の概略構成を示す側断面図である。図３はスキャナ装
置に対する画像読取指示等を行う、ホストコンピュータ２０における制御を説明する為の
フローチャート、図４はスキャナ装置の制御を説明する為のフローチャートである。また
、スキャナ装置１は、Ｉ／Ｏ１０３を介して図７のようにホストコンピュータ２０と接続
されている。スキャナ装置１とそれに接続されたホストコンピュータ２０は本発明の第１
の実施例である画像読取装置を構成する。
【００１１】
以上の構成において、図２の構成図及び図３のフローチャートを基に説明する。ユーザに
よって画像読取の指示を受けたホストコンピュータ２０は本フローチャートで表す処理を
開始する（ステップＳ３００）。ステップＳ３０１において、第１の印刷部９で印字する
印字情報の転送、及び印字指示をスキャナ装置１に対して行う。第１の印刷部９で印字す
る印字情報が『ＡＢＣ　ＤＥＦ　ＧＨＩ』であった場合、図８の印字結果３０が示すよう
に、搬送された原稿７には『ＡＢＣ　ＤＥＦ　ＧＨＩ』と印字される。
【００１２】
ステップＳ３０２において、ホストコンピュータ２０は、第２の印刷部１０で印字する印
字情報の転送、及び印字指示をスキャナ装置１に対して行う。第２の印刷部１０で印字す
る印字情報が『ＪＫＬ　ＭＮＯ　ＰＱＲ』であった場合、図９の印字結果３１が示すよう
に、搬送された原稿７には『ＪＫＬ　ＭＮＯ　ＰＱＲ』と印字される。ステップＳ３０３
において、予め、ホストコンピュータ２０は、スキャナ装置１によって読取られた画像デ
ータを保存する時に使用するファイル名を生成する。このとき生成されるファイル名は、
第１の印刷部９で印字する印字情報と第２の印刷部１０で印字する印字情報を基に合成さ
れたファイル名とする。識別情報生成手段としてのファイル名生成手段は本実施例ではコ
ンピュータプログラムであるが、ハードウエアで実現してもよい。
【００１３】
図８に示すように第１の印刷部９によって印字される印字情報が、『ＡＢＣ　ＤＥＦ　Ｇ
ＨＩ』であり、図９に示すように第２の印刷部１０によって印字される印字情報が、『Ｊ
ＫＬ　ＭＮＯ　ＰＱＲ』の場合、ファイル名は、『ＡＢＣ　ＤＥＦ　ＧＨＩ　ＪＫＬ　Ｍ
ＮＯ　ＰＱＲ』となる。ここで、ホストコンピュータ２０は各々の印字情報を基に合成す
るとしたが、合成する順序はどちらでも構わない。つまり、『ＪＫＬ　ＭＮＯ　ＰＱＲ　
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ＡＢＣ　ＤＥＦ　ＧＨＩ』でも構わない。また、印刷部で印字する印字情報以外の情報を
追加してファイル名としても構わない。
【００１４】
その後、ステップＳ３０４で、ホストコンピュータ２０はスキャナ装置１に画像読取の指
示を行う。ここで、図４のフローチャートを基に、スキャナ装置１の画像読取動作を説明
する。画像読取の指示を受けたスキャナ装置１ではＣＰＵ１００が、画像読取動作の制御
を開始する（ステップＳ４００）。ステップＳ４０１で、ＣＰＵ１００は、印刷制御部１
０１に対して第１の印刷部９を用いて印字する印字情報の転送及び印字の指示を行う。ま
た、ステップＳ４０２で、ＣＰＵ１００は、印刷制御部１０１に対して第２の印刷部１０
を用いてに印字する印字情報の転送及び印字の指示を行う。
【００１５】
ＣＰＵ１００は、原稿台６に載置されている原稿束の最も上の原稿７をピックアップロー
ラ２及び給送ローラ３により給送する。ピックアップローラ２で一度に２枚以上の原稿７
をピックアップした場合は、分離ローラ１３により原稿を分離し、１枚ずつ給送する。給
送された原稿７が搬送ローラ対４によって搬送される間に、原稿７の先端と後端はレジス
トセンサ１５で検出される。
【００１６】
ＣＰＵ１００は、レジストセンサ１５を原稿７の先端が通過した時間を基準に、画像読取
センサ５とレジストセンサまでの距離と、原稿７を搬送する搬送速度から画像読取センサ
５に原稿７が到達する時間を算出する。算出した時間に基づいて、不図示のタイマにより
時間計測し、画像読取センサ５に原稿７が到達したと判断した時に画像読取の開始を指示
する。画像読取センサ５を用いて読み取られた画像データはメモリ１０２へ一時保存され
る（ステップＳ４０３）。さらにステップＳ４０４で、ＣＰＵ１００は、不図示のタイマ
等により時間計測し、原稿７が印刷部９、印刷部１０に到達したと判断した時に印刷制御
部１０１に対して印刷部９、印刷部１０による印字開始の指示を行う。ステップＳ４０５
において、画像読取センサ５からメモリ１０２に一時保存された画像データをＩ／Ｏを経
由してホストコンピュータ２０に転送して、ステップ４０６で読取を終了する。一方、ホ
ストコンピュータ２０は、ステップＳ３０４で画像読取の指示をした後は、スキャナ装置
１から画像データが転送されてくるのを待機する。そして、ステップＳ３０５でスキャナ
装置１から転送された画像データを受信し、ステップＳ３０６では２つの印字情報『ＡＢ
Ｃ　ＤＥＦ　ＧＨＩ』『ＪＫＬ　ＭＮＯ　ＰＱＲ』を基にステップＳ３０３で生成されて
いたファイル名を付与して画像データを保存する。ステップＳ３０７において、ホストコ
ンピュータ２０は読取処理を完了する。
【００１７】
本実施例は１枚のみの画像読取について述べたが、本実施例のフローチャートに示す処理
を繰り返し複数枚連続的に画像を読取る場合でも同様である。また、本実施例では、実際
に第１印刷部９、第２印刷部１０で印刷された印字情報を基にファイル名を生成するよう
にしたが、読取った画像情報に電子的に印字情報を付加する機能を有する場合は、印刷部
が印刷する印字情報の他に電子的印字情報をファイル名の生成に用いることも可能である
。
【実施例２】
【００１８】
図５はスキャナ装置１及びそれに接続されたホストコンピュータ２０からなる本発明の第
２の実施例である画像読取装置において、スキャナ装置１に画像読取指示を行うホストコ
ンピュータ２０の制御を説明する為のフローチャートである。図７のように、スキャナ装
置１はＩ／Ｏ１０３を介してホストコンピュータ２０と接続され、コマンドの受信及び、
データの転送を行っている。以下、図５のフローチャートをもとに説明する。
【００１９】
ユーザによって画像読取の指示を受けたホストコンピュータ２０は本フローチャートに示
す処理を開始する（ステップＳ５００）。ステップＳ５０１において、スキャナ装置１に
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第１の印刷部９で印字する印字情報の転送、及び印字指示を行う。ステップＳ５０２にお
いて、ホストコンピュータ２０は、スキャナ装置１に第２の印刷部１０で印字する印字情
報の転送、及び印字指示を行う。ステップＳ５５０で、ホストコンピュータ２０はスキャ
ナ装置１に画像読取の指示を行う。ここで、図4のフローチャートをもとにスキャナ装置
１の画像読取動作を説明する。
【００２０】
ホストコンピュータ２０から画像読取の指示を受けたスキャナ装置１のＣＰＵ１００はス
テップＳ４００で画像読取動作を開始する。ステップＳ４０１で、ＣＰＵ１００は、印刷
制御部１０１に対して第１の印刷部９によって印字する印字情報の転送及び印字の指示を
行う。また、ステップＳ４０２で、ＣＰＵ１００は、印刷制御部１０１に対して第２の印
刷部１０によって印字する印字情報の転送及び印字の指示を行う。ステップＳ４０３にお
いて、ＣＰＵ１００は、原稿台６に載置されている原稿束の最も上の原稿７をピックアッ
プローラ２及び給送ローラ３により、給送する。ピックアップローラ２で一度に２枚以上
の原稿７をピックアップした場合は、分離ローラ１３により原稿を分離し、１枚ずつ給送
する。給送された原稿７は搬送ローラ対４によって搬送路を搬送され、原稿７の先端と後
端をレジストセンサ１５で検出する。
【００２１】
ＣＰＵ１００は、レジストセンサ１５を原稿７が通過した時間を基準に、画像読取センサ
５とレジストセンサまでの距離と原稿７を搬送する搬送速度から、画像読取センサ５に原
稿が到達する時間を算出する。ＣＰＵ１００は、算出した時間に基づいて、不図示のタイ
マにより時間計測し、画像読取センサに原稿７が到達したと判断した時に画像読取の開始
を指示する。画像読取センサ５を用いて読み取られた画像データはメモリ１０２へ一時保
存される（ステップＳ４０３）。さらにステップＳ４０４で、ＣＰＵ１００は、不図示の
タイマにより時間計測し、印刷部９、印刷部１０に原稿７が到達したと判断した時に印刷
制御部１０１に対して印刷部９、印刷部１０による印字開始の指示を行う。ステップＳ４
０５においてメモリ１０２に一時保存された画像データをＩ／Ｏを経由してホストコンピ
ュータ２０に転送して、ステップ４０６で読取を終了する。
【００２２】
一方、ホストコンピュータ２０は、ステップＳ５５０で画像読取装置１に対し画像読取を
指示した後は、スキャナ装置１から転送されてくる画像データを待ち、ステップＳ５５１
において、画像読取装置１から転送された画像データを受信する。ホストコンピュータ２
０は、ユーザによってあらかじめ指定された選択情報等に従いステップＳ５５２では、第
１の印刷部９で印字する印字情報か第２の印刷部１０で印字する印字情報のどちらかを、
ファイル名を生成するための情報として選択する。なお選択情報をこのステップでユーザ
に入力させるようにしてもよい。第１の印刷部９で印字する印字情報が選択された場合、
ステップＳ５５３では第１の印刷部９で印字する印字情報を基にファイル名を決定し画像
データを保存する。また、第２の印刷部１０で印字する印字情報が選択された場合、ステ
ップＳ５５４では第２の印刷部１０で印字する印字情報を基にファイル名を決定し画像デ
ータを保存する。ここで、ファイル名は両方の印字情報からどちらかを選択して用いるこ
とにより生成されたが、両方の印字情報をともに選択して各々の印刷部で印字された印字
情報をもとにファイル名を生成しても良い。この場合、２つの印字情報をファイル名の生
成に用いる順序はどちらが先でも構わないし、また順序を指定できるようにしてもよい。
このように本実施例では選択手段はコンピュータプログラムであるが、ハードウエアで実
現してもよい。ステップＳ５５５において、ホストコンピュータ２０は読取処理を完了す
る。
【００２３】
本実施例は１枚のみの画像読取について述べたが、本実施例のフローチャートに示す処理
を繰り返し複数枚連続的に画像を読取る場合でも同様である。また、本実施例では、実際
に第１印刷部９、第２印刷部１０で印刷された印字情報を基にファイル名を生成するよう
にしたが、読取った画像情報に電子的に印字情報を付加する機能を有する場合は、印刷部
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が印刷する印字情報ではなく電子的印字情報をファイル名の生成に用いることも可能であ
る。もちろん印字情報及び電子的印字情報の両方を用いてファイル名を生成してもよい。
【００２４】
上記各実施例では、画像読取装置はスキャナ装置及びホストコンピュータにより構成され
ているが、スキャナ装置にハードディスク等の画像データ保存部を設けた場合は、スキャ
ナ装置自体が本発明の画像読取装置となる。また、印刷部１０は画像読取センサ５よりも
上流の位置に設けてもよい。また、３つ以上の印刷部を備える場合は、それぞれの印刷部
で印刷された印字情報のうち２つ以上を使用してファイル名を生成すること、及びそれぞ
れの印刷部で印刷された印字情報のうち１つ以上を選択してファイル名を生成することも
本発明に含まれる。
【００２５】
本発明における制御はＣＰＵ１００及びホストコンピュータ２０において動作するコンピ
ュータプログラムによって行われるが、その一部または全てをハードウエアによる処理で
置き換えてもよい。
【００２６】
本発明は、スキャナ等の画像読取装置に関して詳しく説明したが、複写機や画像読取機能
を有するプリンタ等の画像形成装置にも適用可能である。ただし、上記実施例に記載され
ている構成部品の寸法、材質、形状それらの相対配置などは、発明が適用される装置の構
成や各種条件により適宜変更されるべきものであり、この発明の範囲を上記実施例に限定
する趣旨のものではない。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明に係るスキャナ装置の概略ブロック図
【図２】本発明に係るスキャナ装置全体の側断面図
【図３】本発明の実施例１に係るホストコンピュータの制御を説明する為のフローチャー
ト
【図４】本発明に係るスキャナ装置における制御を説明する為のフローチャート
【図５】本発明の実施例２に係るホストコンピュータの制御を説明する為のフローチャー
ト
【図６】従来例のスキャナ装置を説明する為の図
【図７】スキャナ装置とホストコンピュータを接続した状態の斜視図
【図８】第１の印刷部によって原稿に印字された印字情報を示す図
【図９】第２の印刷部によって原稿に印字された印字情報を示す図
【符号の説明】
【００２８】
１・・・スキャナ装置
２・・・ピックアップローラ
３・・・給送ローラ
４・・・搬送ローラ対
５・・・画像用読取センサ
６・・・原稿台
７・・・原稿
８・・・排紙ローラ
９・・・第１の印刷部
１０・・・第２の印刷部
１１・・・排紙台
１３・・・分離ローラ
１５・・・レジストセンサ
２０・・・ホストコンピュータ
３０・・・第１の印刷部によって印字された印字情報
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３１・・・第２の印刷部によって印字された印字情報
１００・・・ＣＰＵ
１０１・・・印刷制御部
１０２・・・メモリ
１０３・・・Ｉ／Ｏ

【図１】

【図２】

【図３】
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【図８】

【図９】
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